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「産業観光」というニュー・ツーリズムがある。

例えば，船に乗って神奈川県川崎市の工場夜景を

見に行ったり，トヨタの自動車生産のルーツが，

実は機
はた

織
お

り機であったことに気づいたり（名古屋

市にあるトヨタ産業技術記念館），NHK連続テレ

ビ小説にもなったが，北海道でウイスキー製造ド

ラマに感動したりする（ニッカウヰスキー余市蒸

溜所），かなり知的な観光がそれである。

　　「福岡県とそのまわり」の地図で工業開発を物語る

　福岡県苅田町から北九州市八幡，筑豊にかけて

は自動車⇨製鉄⇨炭鉱と近代の産業ドラマをさか

のぼる産業観光が楽しめるエリアだ。『楽しく学

ぶ小学生の地図帳』（以下，地図帳）p.21～22で

も各種工業製品の記号（自動車  や製鉄  ）

が見つけられる。苅田町には日産自動車九州工場

（1975年操業）とトヨタ自動車九州苅田工場（2005

年操業）が立地し，高速道路や港，北九州空港（空

港の記号  ）と物流インフラが抜群に整備され

ていることが読み取れる。また，後背地には，カ

ルスト台地平尾台（天然記念物の記号  ）もあり，

石灰石を産することが地図からわかる。ここには

セメント工場が立地する。まさに，立地が生み出

した産業都市が苅田町なのである。

　隣接する北九州市はなんといっても製鉄の街だ。

市内の小学校の校歌で歌われた「七色のけむり」

の意味するところが公害学習につながる。そして，

直方市から飯塚市にかけての筑豊の石炭記念館と

石炭王であった旧伊藤伝右衛門邸を読み取らせれ

ば，産業観光ツアープランが完成する。さらに，「世

界の記憶」に登録された山本作兵衛による炭坑労

２

　　工業を観光する

　2006（平成18）年11月であったと思うが，北部九

州の炭鉱遺産を守るNPOによばれ，当地の教員向

けに「炭鉱クロニクルの教材開発のすすめ」と題

する講演を行ったことがある。クロニクルとは年代

記・歴史書の意味で，その後当地の工場や遺構が「明

治日本の産業革命遺産」として世界文化遺産登録

となった。炭鉱の

遺構（写真１・２）

に着目すると，工

業開発は物語とし

ても魅力に富んで

いることがわかる。

　近年，工場見学

や近代化遺産（軍艦島（端島）観光など，写真３）

を楽しむ産業観光が認知され始めた。昔から社会

科見学では食品加工工場や自動車工場，伝統工芸

品の工房などに児童を引率し，そのしくみや働く

人の工夫・努力に感心させる指導は定番であった。

しかし，それだけでは，「生産と労働」の社会科

にすぎない。もっと，地域開発のルーツにつなが

る物（建物や機械）プラス 語り（人や立地が示

す意味）に着目できれば，感動はひとしおになる。
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観光をテーマに地図を使ってみよう！

工業開発を物語として学ぶ
―人と立地に着目―

写真１　世界文化遺産三池炭鉱万田坑の建屋（熊本県，荒尾市）
（筆者撮影・立坑の遺構がすごい）

写真３　にぎわう軍艦島クルーズ観光（筆者撮影）

写真２　万田坑に残る石炭を運ぶ
トロッコ（筆者撮影・坑員たちの汗
を感じる）
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働の記録画も提示すれば，工業開発物語が人の苦

労を語り出す。

　地図帳にのっている工業製品や交通の記号，環

境の記号を単にバラバラにとらえるのではなく，

それらを生産・販売に向けて関連づければ，資源

を加工し製品をつくり，送り出す工業生産の原理

がいきいきと想像できるだろう。

　　「工業のさかんな地域」と高速道路の建設を関連づける

　地図帳p.67～68の「日本の産業のようす」の「④

３

工業の分布」という資料図を用いたい。そこには，

有名な工業地帯や工業地域の名前が日本列島の中

に印字されている。工業は港湾の位置への気づき

が指導の要点になる。太平洋側に主要な港が並び，

太平洋をはさんでアメリカ合衆国との貿易に有利

に はたらいた事実に気づかせたい。近代工業の

黎明期をひもといてみても，長崎や神戸，四日市，

横須賀，横浜，函館の各港がすぐに思いつく。地

形を生かした港づくりが読み取れる。

　日本の工業生産は，大工場を多くの中小工場が

支える協力関係が特色である。それらの関係を強

化する高速道路も重要だ。1969（昭和44）年に全

線開通した東名高速道路も工業製品の輸送や在庫

をもたずに工場に部品を運ぶジャストイン・タイ

ムの製造過程に不可欠なインフラである。港湾や

高速道路は，私たちが観光で利用する結節点や動

線でもある。旅行の際の移動に使うという見方か

ら，「工業開発を支える」という見方へ変えれば，

港や高速道路がまた違った姿に見えてくる。

◆観光授業の玉手箱
❶ 地域開発のルーツにつながる物（建物や機械）プラス 語り（人や立地が示す

意味）に着目できれば，感動はひとしおになる。

❷ 工業製品や交通の記号，環境の記号をバラバラにとらえるのでなく，それら

を関連づければ，工業生産の原理がいきいきと想像できる。

❸ 観光で使う港湾や高速道路を地図上で確かめつつ，工業開発を支える交通イ

ンフラであることに気づかせる。

図　『楽しく学ぶ小学生の地図帳』p.22

Let's try!

　本号の別冊資料は，北は北海道から南は沖縄まで，
47 都道府県を観光しながら遊ぶ「すごろく」です。
さいころをふって出た目の数だけ進み，ゴールの沖
縄までだれが早く着くかを競います。
　児童がすごろくで遊びながら，各地方にはどのよ
うな都道府県があるか，だいたいの都道府県の位置
などをつかむとともに，楽しいイラストを見ること
で，各都道府県にはどんな有名なものがあるか，知
るきっかけになればと思い制作しました。

　自分の住んでいる都道府県を中心に，旅行や食べ
物にまつわる自分の経験，テレビなどのメディアで
知っていることなどと関連づけながら，自然と 47
都道府県のイメージをつかんでもらえれば幸いで
す。弊社，指導者専用サイトには，印刷しやすい，
このすごろくの B4 版 PDF，すごろくで使えるか
わいいコマのPDFも掲載しております。ぜひグルー
プに分かれて，このすごろくをご活用いただければ
と思います。 （編集部）

別冊資料　都道府県をおぼえよう！日本縦断！名物すごろく


